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議 会 改 革 で 、変わる 。

委員会代表質問の導入3

議会だより No.169 でご案内した、パブリックコメントで、皆さまから
いただいたご意見とともに、今回の議会改革で変わったところについ
てご紹介させていただきます。

　活動時間が多くなり、経費が増えるのではないか。また、議員報酬は生活給に
ならないので、何か生業を軸として議会活動を行っていると聞いたが、議会活動
の時間が増えることで、〝二足のわらじ〟では、どちらも中途半端になるのでは。

【イメージ】

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月

臨 

時 

会 

議

定 

例 

会 

議

定 

例 
会 
議

定 

例 

会 

議

定 

例 

会 

議

定　例　会

　常任委員会の機能強化及び政策提言を行うことを目的に、所管事
務調査を行った事務について、執行機関の長（町長等）の政治的な
所信、見解を問うもの。
　代表質問は委員長が行い、定例会議の一般質問の際に代表質問を
行います。
　代表質問を行った委員会の代表者は、個人の一般質問も行うこと
ができます。
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2

議 会 改 革 で 、変わる 。
1 通年議会の導入

文書質問の導入

パブリックコメントのご意見

　本会議が随時開催できるので、突発的な事案や緊急課題にも速やかに対応でき
ることは、メリットだと思う。また、随時議案が審議されるので、早期に議決され、
早期に執行されることはよいと思う。

パブリックコメントのご意見

　文書質問は、本会議での一般質問のようにライブ中継がないので、質
問内容と答弁内容については、議会ホームページ等で迅速に公開してい
ただきたい。

　通年議会は、議員の任期に合わせ５月から始まる「定例会」を年１
回開催します。また、定期的に開く会議を「定例会議」、必要がある
ときに開く会議を「臨時会議」という呼び方になります。
　町長が、毎年５月に定例会の招集を行います。５月の臨時会議で翌
年４月まで定例会を開催することを決定します。その後の議会の開催
は議長が通知を行います。
　５月に議会が開会してからは、いつでも議会を開くことができます。

　定例会議開催月（６月、９月、１２月、３月）以外の月に、文書
で執行機関の長（町長等）の所信を問うことができます。
　質問の内容は、議会ホームページで全文を公開するほか、議会だ
よりでは要約を掲載します。

くりやまぎかいだより№ 1703
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12 月 14 日～ 17 日
12 月定例会議

栗
中
武
道
場
が
廃
止

▼
栗
山
町
立
学
校
施
設
使
用

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

平
成
23
年
度
に
青
少
年
会

館
と
し
て
の
使
用
を
終
了

し
、
栗
山
中
学
校
の
施
設
と

し
て
い
た
武
道
場
の
解
体
工

事
が
完
了
し
た
た
め
、
施
設

を
廃
止
す
る
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
４
年
１
月
の
産
科
医

療
保
障
制
度
見
直
し
に
伴

い
、
出
産
育
児
一
時
金
支
給

額
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
改
正
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
未
就
学
児
に
係
る
被

保
険
者
均
等
割
額
の
２
分
の

１
を
軽
減
す
る
制
度
創
設
な

ど
に
よ
る
改
正
。 条　

例

報　

告

決
算
不
認
定
受
け

 

町
長
が
対
応
を
報
告

　

原
因
と
な
っ
た
公
金
横
領

に
対
し
、
講
じ
た
措
置
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

▼
所
管
課
で
講
じ
た
措
置

①
ご
み
処
理
手
数
料
等
の
徴

　

収
に
係
る
事
務
処
理
手
順

　

の
改
善

②
複
数
職
員
に
よ
る
管
理
・

　

チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化

▼
全
庁
的
に
講
じ
た
措
置

①
内
部
統
制
の
導
入

②
町
職
員
等
の
内
部
通
報
制

　

度
の
導
入

③
町
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

　

ン
ス
強
化
に
関
す
る
取
組

④
町
職
員
倫
理
条
例
の
策
定

　

推
進

⑤
①
、
④
の
策
定
に
併
せ
た

　

関
連
規
定
の
見
直
し

⑥
①
、
④
の
検
討
・
協
議
を

　

行
う
、
庁
内
推
進
組
織
の

　

設
置　
　

予算を追加した主な事業

補正予算￥
追加　3 億 9,857 万円　　令和３年度 予算総額　100 億 4,337 万円         

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

事業名 補 正 額

公営住宅建設工事費
（令和 4 年度に実施する事業の交付金の一部が前倒しで交付されたことに伴い追加する） 1 億 9,000 万円

子育て世帯臨時交付金の追加に係る補正　★質疑あり★
（既に議決済みの現金支給５万円に現金 5 万円を追加し、10 万円の現金一括支給とする）

7,250 万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業費
（接種会場の消耗品や３回目接種に係る各医療機関でのワクチン接種業務委託料の追加など） 2,484 万円

特別冬期生活支援事業
（高齢者等に対する暖房用燃料費等の一部を助成する事業で、今年度は原油価格高騰への緊

急対策として、対象を住民税非課税世帯とし支給額を１世帯あたり１万２千円に拡充）
1,744 万円

コミュニティ放送局の開設に係る実施設計　★質疑あり★
（新町通の再開発を行う、都市再生整備事業のうち、栄町通りの工事等の予算を減額し、予算を組み替える）

980 万円

北海道日本ハムファイターズ前監督の栗山英樹氏への感謝イベント開催に係る費用
（感謝広告の掲載 30 万円と実行委員会への補助金 100 万円）

130 万円
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千
葉
議
員　

子
育
て
世
帯
臨

時
交
付
金
に
つ
い
て
、
高
校

生
世
帯
の
支
給
は
い
つ
か
。

　

ま
た
、
全
員
に
年
内
一
括

支
給
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る

が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

福
祉
課
長　

高
校
生
世
帯
へ

は
、
12
月
中
に
案
内
し
、
１

月
中
に
支
給
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

町
長　

国
の
方
針
・
政
策
が

二
転
三
転
し
た
と
い
う
感
覚

だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化

が
原
因
と
な
り
、
国
で
も

色
々
協
議
さ
れ
た
結
果
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　

高
校
生
世
帯
も
含
め
た
年

内
一
括
支
給
は
、
実
務
的
に

不
可
能
な
状
況
で
、
区
分
し

な
が
ら
の
支
給
と
な
る
。
な

る
べ
く
早
く
支
給
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

その他の補正予算

国民健康保険特別会計
事業名 補 正 額

療養給付費の実績見込みによる追加
※療養給付費 … 保険証を持たずに医療機関等にかかり医療費全額を支払った際、後日申請に基づき、
                                 一部負担金の金額を除いた全額を現金給付する制度

5,000 万円

高額療養費の実績見込みによる追加
※高額療養費 … 同一月に高額な医療費の自己負担が必要となった際に、限度額を超えた分について払
                                い戻しを受けられる制度

1,400 万円

出産育児一時金も実績見込みによる追加
※出産育児一時金 … 出産に関する費用負担の軽減のため、公的医療保険（健康保険、共済など）から
                                        出産時に一定の金額が支給される制度

84 万円

齊
藤
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
を
含
む
栗
山
駅
南
交

流
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
予
算

か
ら
２
千
万
円
増
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
計
画
内

の
事
業
の
や
り
く
り
で
総
額

を
変
え
ず
に
行
う
と
い
う
こ

と
か
。

　
建
設
課
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
局
の
実
施
設
計
は
、

色
々
と
調
べ
て
い
く
う
ち

に
、
当
初
予
定
し
て
い
た
額

よ
り
も
設
計
費
が
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
、
振
り
替
え
を

行
っ
た
が
、
計
画
の
全
体
額

で
あ
る
15
億
２
千
万
円
に
つ

い
て
は
変
更
は
な
い
。

副
町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
局
の
予
算
の
う
ち
、
６
月

の
定
例
会
で
議
決
を
い
た
だ

い
た
補
正
予
算
は
、
町
内
で

Ｆ
Ｍ
放
送
を
行
う
た
め
、
実

施
設
計
前
の
電
界
調
査
を
行

う
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
今
回
の
補
正
は
、

そ
の
調
査
を
経
て
、
実
際
に

実
施
設
計
に
入
る
と
い
う
こ

と
で
そ
の
分
を
計
上
し
て
い

る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
分

質

疑

の
予
算
は
、
当
初
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
と
し
て
計
上

し
て
い
た
が
、
栗
山
駅
南
交

流
拠
点
施
設
整
備
事
業
の
方

に
新
た
に
科
目
を
設
け
て
予

算
を
計
上
し
、
整
理
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
今
回
も
都
市

再
生
整
備
事
業
分
の
減
額
を

組
み
替
え
る
形
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
局
の
実
施
設
計

費
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

ＦＭ放送局の開設ＰＲイベントも行われた
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意
見
書

解説

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめた書類のこと。地
方自治法第 99 条で「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」と定められています。
　今回、議会で決定された意見書は、内閣総理大臣等に宛てて提出されます。

「意見書」とは？

そ
の
他

▼
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
　

旧
継
立
中
学
校
施
設
の
活

用
事
業
予
定
者
が
決
定
し
た

の
で
、
そ
の
事
業
予
定
者
に

校
舎
等
の
建
物
を
無
償
貸
付

す
る
。

貸
付
の
相
手
方

株
式
会
社
テ
ィ
ー
シ
ー
エ
イ

貸
付
の
期
間

契
約
締
結
の
日
か
ら
５
年
間

事
業
提
案
の
内
容

　

体
験
交
流
等
の
施
設
と
し

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
農
業
体

験
、
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
関
連
の
複
合
的

な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
や
新

た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
。

　

令
和
４
年
春
に
プ
レ
オ
ー

プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上

昇
に
伴
う
水
産
漁
業
被
害

の
解
明
と
支
援
策
を

求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

海
水
温
の
上
昇
が
、
漁
業

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
、
地

球
温
暖
化
・
海
水
温
上
昇
の

原
因
の
究
明
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
。

　

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、

次
の
措
置
を
早
急
に
講
ず
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
を
着
実
に
行
う
こ

と
。

２
．
水
産
漁
業
等
被
害
の
実

態
調
査
を
行
う
こ
と
。

３
．
被
害
対
策
と
支
援
を
。

４
．
長
期
的
な
水
産
振
興
策

の
策
定
と
支
援
を
。

５
．
赤
潮
発
生
に
よ
る
被
害

対
策
と
漁
業
支
援
及
び
地
域

支
援
を
。

６
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
水
産

漁
業
関
連
、
地
域
経
済
に
対

し
、
緊
急
の
経
済
支
援
策

を
。

現
下
の
米
の
需
給
環
境
に
対
す
る
緊
急
特
例
措
置
を

求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

令
和
３
年
産
米
に
つ
い

て
、
全
国
的
に
生
産
者
概
算

金
の
目
安
額
が
大
幅
に
下
落

し
、
生
産
現
場
に
動
揺
が
広

が
っ
た
。

　

国
は
米
の
需
給
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
十
分
な

改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

生
産
者
の
意
欲
を
損
な
う

こ
と
な
く
、
安
定
的
な
米
価

の
下
で
所
得
確
保
に
努
め
る

た
め
、
国
は
次
の
施
策
を
講

ず
る
こ
と
を
求
め
る
。

１
．
令
和
２
年
産
米
の
過
剰

在
庫
を
政
府
で
受
け
入
れ
、

市
場
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
。

ま
た
過
剰
在
庫
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
予
算
確
保
に
取
り

組
む
こ
と
。

２
．
受
け
入
れ
た
米
は
、
子

ど
も
食
堂
等
の
支
援
の
さ
ら

な
る
推
進
に
充
て
る
ほ
か
、

レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
化
し
て
被

災
地
へ
の
供
給
に
活
用
す
る

な
ど
、
他
の
省
庁
と
も
連
携

し
、
需
要
を
促
進
・
拡
大
す

る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

３
．
米
政
策
に
つ
い
て
、
恒

久
的
な
制
度
の
構
築
と
十
分

な
予
算
確
保
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
。

活用が決定した旧継立中学校校舎
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燃
油
等
の
価
格
高
騰
対
策
、
国
の
農
業
予
算
や

運
用
変
更
に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
需
要
減

退
か
ら
農
産
物
価
格
は
低
迷

し
、
燃
料
や
生
産
資
材
等
の

価
格
上
昇
は
生
産
者
の
農
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

新
規
就
農
支
援
事
業
は
大

幅
な
内
容
変
更
に
伴
い
、
十

分
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

就
農
者
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

ま
た
、
水
田
活
用
直
接
支

払
交
付
金
の
対
象
が
変
更
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
本
町
も
輪

作
体
系
の
確
立
な
ど
取
り
組

み
を
進
め
、
基
幹
作
物
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。
対
象
変

更
は
、
農
業
者
の
中
長
期
的

営
農
計
画
へ
の
影
響
が
甚
大

で
あ
り
、
水
田
地
帯
の
崩
壊

に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

　

つ
い
て
は
、
食
料
の
安
定

供
給
と
農
業
の
持
続
的
発
展

に
万
全
な
政
策
を
講
ず
る
よ

う
次
の
内
容
を
要
望
す
る
。

１
．
軽
油
価
格
上
昇
分
の
補

填
対
策
強
化
な
ど
を
講
ず
る

人
事
案
件

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

井
上
善
晴
氏
の
後
任
と
し
て

高
橋
信
氏
を
、
諏
訪
英
敏
氏

の
後
任
と
し
て
三
上
勝
氏
を

推
せ
ん
す
る
。

任
期
：
令
和
４
年
４
月
１
日

　
　

～
令
和
７
年
３
月
31
日

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
12
月
21
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

中
川
昇
氏
の
後
任
と
し
て
、

鳴
海
秀
樹
氏
を
選
任
す
る
。

任
期
：
令
和
３
年
12
月
22
日

　
　

～
令
和
７
年
12
月
21
日

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
12
月
21
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

金
岩
和
恵
氏
を
引
き
続
き
選

任
す
る
。

任
期
：
令
和
３
年
12
月
22
日

　
　

～
令
和
６
年
12
月
21
日

【
要
旨
】

　

国
道
２
３
４
号
は
、
本
町

を
南
北
に
縦
断
す
る
重
要
な

物
流
路
線
と
し
て
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
町
内
区
間
の

交
差
点
等
に
お
い
て
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
地
域
経
済
の

低
迷
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創

出
に
向
け
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
中
心
市
街
地
の
都
市

再
生
な
ど
の
整
備
促
進
に
取

栗
山
町
に
お
け
る
国
道
２
３
４
号
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

こ
と
。

　

ま
た
、
各
種
生
産
資
材
な

ど
の
価
格
も
高
騰
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
農
家
の
負
担
軽

減
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

２
．
新
規
就
農
者
育
成
総
合

対
策
に
十
分
な
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
国
が
全

額
財
政
負
担
す
る
こ
と
。

３
．
水
田
活
用
直
接
支
払
交

付
金
は
、
十
分
な
予
算
を
確

保
し
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ

と
。

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
農

産
物
の
販
売
促
進
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
指
し
、
拠
点

施
設
の
整
備
も
併
せ
て
検
討

し
て
い
る
。

　

国
道
２
３
４
号
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
官
民
一
体
と
な

り
町
を
挙
げ
て
要
望
活
動
を

行
う
機
運
が
高
ま
り
、「
国

道
２
３
４
号
整
備
促
進
期
成

会
」
を
設
立
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
内
容
を

要
望
す
る
。

１
．
道
路
予
算
を
安
定
的
に

確
保
す
る
こ
と
。

２
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
に
必
要
な
予
算
・
財
源

を
別
枠
で
確
保
し
、
計
画
的

に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
．
交
通
安
全
対
策
を
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
。

４
．
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
施

策
に
連
動
し
た
４
車
線
化
を

早
期
に
実
施
す
る
こ
と
。

５
．
国
道
２
３
４
号
バ
イ
パ

ス
化
を
早
期
に
実
施
す
る
こ

と
。

賛
否
の
公
表

※
今
回
は
、
賛
否
が
分
か
れ

た
議
案
が
な
か
っ
た
た
め
、

掲
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

一
覧
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

解説

　栗山町議会の ” あり方 ” を定めた「議会基本条例」
の第４条第６項に「議会は、重要な議案に対する各議
員の態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対し
て町民の評価が的確になされるよう情報提供に努める
ものとする」と定められています。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案に
ついて、掲載しています。

賛否の公表

１２月定例会議
賛否の公表ＱＲ



ギカイの見方
－ 委員会レポート －

　産業福祉常任委員会で行った所管事務調査（所管する行政事務について行う調査）について、
１２月定例会議で中間報告を行いました。

▼
ゴ
ミ
処
理
の
現
状
と
新
焼
却
施
設
稼
働
に
向
け
た

ゴ
ミ
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

【
調
査
内
容
】

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
道
央

廃
棄
物
処
理
組
合
で
の
新
焼

却
施
設
が
稼
働
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
現
状
の
ゴ
ミ
処
理

の
内
容
及
び
道
央
廃
棄
物
処

理
組
合
へ
の
負
担
額
、
ま

た
、
新
焼
却
施
設
へ
移
行
後

の
ゴ
ミ
処
理
の
流
れ
の
調
査

を
行
っ
た
。

　

調
査
途
中
で
、
元
職
員
に

よ
る
公
金
横
領
の
発
覚
を
受

【
意
見
】

　

事
件
発
生
の
要
因
は
、
現

金
取
り
扱
い
に
係
る
チ
エ
ッ

ク
体
制
が
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
確
認
が
一
切
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
担
当

課
の
業
務
に
あ
た
る
意
識
の

欠
如
が
要
因
で
あ
る
と
考
え

る
。
併
せ
て
、
資
源
物
の
収

集
量
が
一
部
適
正
に
把
握
さ

れ
て
い
な
い
、
提
出
資
料
の

数
値
に
誤
り
が
散
見
さ
れ
る

な
ど
、
担
当
課
の
業
務
管
理

に
お
け
る
課
題
や
役
場
組
織

内
の
連
携
に
よ
る
公
金
取
り

扱
い
等
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が

け
て
、
当
該
事
件
発
生
の
要

因
、
公
金
取
り
扱
い
の
実
態

確
認
の
為
に
９
月
13
日
か
ら

10
月
26
日
ま
で
３
度
に
渡

り
、
担
当
課
よ
り
会
計
処
理

の
資
料
に
基
づ
き
事
務
の
流

れ
と
公
金
横
領
が
ど
の
よ
う

な
過
程
に
お
い
て
発
生
し
た

の
か
、
そ
れ
に
基
づ
く
対
応

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

課
題
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
現
金
処
理
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
注
視
し

て
い
く
と
と
も
に
、
役
場
組

織
内
で
の
各
課
所
の
連
携
に

よ
る
二
重
三
重
の
チ
エ
ッ
ク

体
制
の
構
築
と
こ
の
よ
う
な

事
件
は
二
度
と
起
こ
さ
な
い

と
意
識
を
強
く
持
っ
て
日
々

の
業
務
に
努
め
る
こ
と
を
望

む
。

　

な
お
、
再
発
防
止
に
向
け

総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
所

管
課
も
含
め
た
調
査
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

現地調査も行った（現在のゴミ処理場）

解説

　所管事務調査とは、その委員会が担当する行政事務について調査を行うことです。調査が終わ
ると、調査した内容やそれに対する意見などを議長に報告（本会議で報告）しなければなりません。
　今回、調査は終了していないものの、産業福祉常任委員会から現在までの調査内容などを報告
したいと申し出がありました。
　所管事務調査は「必要があれば中間報告ができる」決まりになっているので、１２月定例会議
において中間報告を行いました。

「所管事務調査の中間報告」とは？

中間報告編

生ゴミは堆肥化し、販売されている

８くりやまぎかいだより№ 170
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令和４年議会報告会
開催に向けて調整中 !!

　２月に開催を予定しておりました「議会報告会」ですが、開催については、

現在調整中となっています。

　新型コロナウイルス感染症は、オミクロン株を中心に全国で感染者が増

加傾向にあります。空知管内でも、感染者数の急激な増加が続いている状

態です。このような現状を踏まえ、２月の開催は困難と判断しました。

　今後、感染状況をみながら、開催ついては議会ホームページ等でお知ら

せさせていただきます。

◆　議会報告会で　伝えたいコト・聞きたいコト　◆

新型コロナウイルス感染症は

依然として予断を許さない状況となっています。

１日も早く収束し、皆さまと意見交換できる日を

議員一同、待ち望んでおります。

疫病封じの伝説がある妖怪アマビエ

◎まちが直面する課題について
（栗山赤十字病院の改築、栗山駅南交流拠点整備、新たなゴミ処理施設

の建設）

◎議会が直面する課題について（議員の報酬と定数、なり手問題）
◎議会改革や議員活動について

町 

政

議 
会

※議会報告会では、上記のことについてお伝えし、ご意見をお聴きする予定となっております。



Ｑ１．人事評価の再開予定は
　Ａ．本年度中の再開に向け
　　　　　　　　取り組みを進める

Ｑ１．錦１号線に
　　　安全のため歩道を設置しては
　Ａ．総合計画の中で検討する
Ｑ２．図書館身障者駐車場の充実を
　Ａ．あり方を含め検討する

Ｑ１．今後の防犯カメラ設置予定は
　Ａ．令和４年度は
　　　　　　　継立地区に設置予定

10くりやまぎかいだより№ 170

出来事・話題
T o p i c s

　１２月９日、栗山オオムラサキの会と一般
会議を開催しました。
　一般会議では、「人と歴史・産業・教育・
文化をつなぐ街～栗山の未来を語る」をテー
マに意見交換が行われました。
　図書館や開拓記念館の活用をはじめ、小林
酒造にあるレンガ倉庫群の活用や新たにでき
るＦＭ放送局について等、参加した町民と議
員双方から多様な意見がありました。
　特に、ＦＭ放送局に関しては、担当してい
る地域おこし協力隊の深澤雅一さんが参加し

一般会議（栗山オオムラサキの会）

一般会議（栗山金融協会）
　１２月１７日、栗山金融協会と一般会議を開催しました。今回の開催は、新型コロナウイルス感染
症の影響を鑑み、本町経済の現状や今後の経済対策について意見を聴き、経済対策に反映するため、
議会から依頼する形で実施しました。
　議員から「町の実施している施策の効果は。」との問いに対し、金融協会の方からは「中小企業や
飲食店に対する支援について、栗山町は手厚いと感じているが、無利子の期間が終わった後の状況が
懸念される。」等の意見が聞かれました。　

解説

　一般会議とは、栗山町議会の ” あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第４条第２項に定め
られている会議で、町民の皆さんの希望に柔軟に対応するため、議会といつでも意見交換
を行うことができるように設置している会議です。
　開催は、議会から開催を依頼するほか、団体・個人グループなどからご希望があれば、
可能な限り対応させていただきます。
　議員と意見交換したい方は町議会事務局（TEL：73-7517）までご連絡ください！

「一般会議」とは？

ていたこともあり、多くの意見や提案がありました。
議員からも「農業では、天気や時間などの情報をラジ
オで得ることが多いが、ＦＭだと電波の状況がよくな
いのが気になる。」「今までにないものを作るというこ
とは、新たなコミュニティづくりにつながる。」など
の提案がなされました。深澤さんは「今はテレビ離れ
が進み、ラジオを聴く人が増えている。栗山のまちは
ラジオが生きる街だと思う。いろいろな年代の人が楽
しめるものを流したい。」と話していました。



町政の ここが聞きたい
６議員が一般質問

鈴木　千逸 議員

Ｑ１．人事評価の再開予定は
　Ａ．本年度中の再開に向け
　　　　　　　　取り組みを進める

佐藤　　功 議員
Ｑ１．ゴミ減量施策の実施を     Ａ．生ゴミ堆肥化容器等の助成を検討
Ｑ２．燃油価格高騰の対策は     Ａ．福祉灯油支給額の増額を予定

千葉　清己 議員
Ｑ１．ＧＩＧＡスクール　Ａ．タブレットの一層の活用を図る

大西　勝博 議員
Ｑ１．町長２期目を目指す考えは　Ａ . 再度、挑みたい

１２月定例会議一般質問
録画配信 QR

土井　道子 議員

Ｑ１．錦１号線に
　　　安全のため歩道を設置しては
　Ａ．総合計画の中で検討する
Ｑ２．図書館身障者駐車場の充実を
　Ａ．あり方を含め検討する

佐藤　則男 議員

Ｑ１．今後の防犯カメラ設置予定は
　Ａ．令和４年度は
　　　　　　　継立地区に設置予定

11 くりやまぎかいだより№ 170
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町
長　

町
民
皆
様
の
力
強
い

ご
支
援
を
賜
り
、
第
８
代
栗

山
町
長
に
就
任
さ
せ
て
頂

き
、
早
３
年
８
カ
月
が
過

ぎ
、
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
４

カ
月
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、「
誰
も
が
笑
顔

で
、
暮
ら
す
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
全
力
を
傾
け
て
来

た
。

　

そ
の
一
方
で
、
自
然
災
害

の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
応
な
ど
そ

　Ｑ：２期目を目指す考えは                   

Ａ：道半ばであり、２期目を目指す

町 

長 

選

議
員　

前
椿
原
町
長
の
勇
退

を
受
け
栗
山
を
も
っ
と
笑
顔

に
す
る
５
つ
の
旗
印
の
も
と

平
成
30
年
４
月
に
佐
々
木
町

長
が
就
任
さ
れ
て
早
３
年
が

経
過
し
、
任
期
も
終
盤
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

平
成
か
ら
続
く
少
子
高
齢

化
に
伴
う
生
産
人
口
減
少
な

ど
の
社
会
経
済
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
予
て
か
ら

の
課
題
で
あ
る
町
財
政
の
健

全
化
は
も
と
よ
り
、
多
く
の

恒
常
的
な
課
題
が
山
積
す
る

中
で
の
町
政
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
任
期
の
初
年
度

は
台
風
21
号
や
胆
振
東
部
地

震
な
ど
の
大
規
模
自
然
災

害
、
令
和
を
迎
え
て
か
ら
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
な
ど
多
く
の
課

題
が
折
り
重
な
っ
た
、
ま
さ

に
艱
難
辛
苦
の
道
の
り
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
う
し
た
中
、
骨
太
の
信

念
と
未
来
を
起
点
に
し
た

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

発
想
に
よ
り
、
苦
渋
の
決
断

も
あ
り
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

町長が出馬の決意を表明した

大西勝博 議員

道
筋
を
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る

取
り
組
み
を
一
層
深
化
、
結

実
さ
せ
て
ゆ
く
道
筋
と
な
る

第
７
次
総
合
計
画
の
策
定
を

控
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

再
度
出
馬
し
て
２
期
目
を
目

指
す
強
い
お
考
え
が
あ
る
か

を
、
お
伺
い
す
る
。

の
職
責
を
果
た
し
て
き
た
。

ま
た
、「
５
つ
の
町
政
課
題
」

を
掲
げ
、
そ
の
一
つ
「
栗
山

赤
十
字
病
院
の
改
築
」
は
、

令
和
８
年
４
月
に
新
病
院
開

院
決
定
、
ま
た
都
市
再
生
整

備
計
画
事
業
を
推
進
、
さ
ら

に
「
栗
山
高
校
の
存
続
」「
介

護
福
祉
学
校
の
存
続
」
な

ど
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
、
ま
ち
の

将
来
に
責
任
あ
る
結
論
を
出

し
た
い
。

　

公
約
の
実
現
と
、
町
政
課

題
の
解
決
に
向
け
、
一
定
の

道
筋
を
つ
け
た
も
の
の
道
半

ば
で
あ
り
、
ま
た
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
地
域
公
共
交
通
の
確

保
、
国
道
２
３
４
号
な
ど
道

路
網
の
整
備
促
進
な
ど
、
多

く
の
町
政
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
へ
導
き
、
町
政
の
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
、
来
年
４
月
に

行
わ
れ
る
町
長
選
挙
に
、
２

期
目
を
目
指
し
立
候
補
す
る

決
意
を
固
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

栗山町議会
公式 Facebook　QR

　Facebook では、定例会・臨時会の情報以外にも、議会で行った会
議の情報も発信していきます。
　また、少しでも議会を身近に感じてもらうため、動画や写真も投稿
していきますので、いいね・フォローお待ちしております！

栗山町議会公式 Facebook を開設しました！
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議
員　

本
年
４
月
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し

実
施
に
よ
り
、
本
町
小
中
学

校
に
も
子
供
一
人
ひ
と
り
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ

れ
た
。

　

文
部
科
学
省
の
説
明
で
は

「
一
人
一
台
端
末
と
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

教
育
長　

児
童
生
徒
の
「
一

人
一
台
端
末
」
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
本
町
に
つ
い
て

も
令
和
３
年
３
月
に
整
備
を

終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
活
用
し
た
授
業
展
開
を
は

じ
め
、
児
童
生
徒
自
ら
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

た
調
査
・
研
究
活
動
、
自
分

で
撮
っ
た
写
真
・
動
画
を

使
っ
て
の
情
報
交
換
や
教
員

と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
事
が

で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活

用
等
を
行
っ
て
い
る
。

②
現
在
は
学
校
内
で
の
使
用

を
原
則
と
し
て
お
り
、
端
末

の
持
ち
帰
り
は
行
っ
て
い
な

子どもたちが使用する端末は学校内での使用が原則となっている

を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

で
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
供
を
含
め
、
多
様
な

子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
な
く
、
公
正
に
個
別

最
適
化
さ
れ
、
資
質
・
能
力

が
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す

る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教

千葉清己 議員

育
実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
教
師
、
児
童

生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
。」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
に
つ
い
て
問

う
。

①
現
在
、
小
中
学
校
で
は
ど

の
よ
う
な
活
用
を
し
て
い
る

の
か
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち

帰
り
は
認
め
て
い
る
の
か
。

③
不
登
校
の
子
供
た
ち
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

④
教
員
へ
の
負
担
が
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
っ
て

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

い
。

　

今
後
は
児
童
生
徒
の
学
び

の
保
障
の
観
点
か
ら
、
適
切

な
取
扱
い
に
向
け
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
く
。

③
本
年
度
北
海
道
教
育
委
員

会
よ
り
不
登
校
児
童
生
徒
へ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
支
援
実
践
研
究

事
業
の
指
定
を
受
け
、
学
校

か
ら
教
職
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
体
調
管
理
や
学
習
支
援
等

を
行
う
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

④
今
後
、
円
滑
な
本
格
運
用

を
目
指
し
た
取
組
を
す
す
め

て
い
く
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
委
員

会
と
も
連
携
し
、
教
職
員
の

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
し
て
い
く
。

教　

育 Ａ：タブレットの一層の活用を図る

　Ｑ：GIGA スクールの実態は                  



町
長　

①
今
回
の
工
事
費
の

増
額
に
よ
り
本
町
の
負
担
は

約
８
２
０
万
円
の
増
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

②
平
成
４
年
度
に
生
ゴ
ミ
堆

肥
化
容
器
等
設
置
補
助
金
を

制
度
化
し
た
が
、
平
成
16
年

度
に
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
を
開

始
し
、
本
補
助
金
は
一
定
の

役
割
を
終
え
た
と
判
断
し
、

平
成
18
年
度
で
廃
止
し
た
。

　

新
焼
却
施
設
は
供
用
開
始

と
な
る
令
和
６
年
４
月
か
ら

　Ｑ：生ゴミの減量化対策は                   

Ａ：堆肥化容器等の助成を検討

ゴ
ミ
処
理

議
員　

令
和
６
年
４
月
予
定

の
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
ご

み
焼
却
施
設
稼
働
に
向
け
、

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
、
生
ゴ
ミ
を

減
量
す
る
た
め
の
施
策
と
し

て
町
民
負
担
軽
減
の
た
め
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
売
電
用
送
電
設
備
費
が
当

初
予
算
の
10
倍
に
な
っ
た
が

町
の
負
担
は
増
え
る
の
か
。

②
生
ゴ
ミ
用
コ
ン
ポ
ス
ト
、

乾
燥
機
の
購
入
費
を
助
成
す

る
考
え
は
。

③
負
担
軽
減
の
た
め
分
別
徹

底
の
更
な
る
取
り
組
み
の
周

知
を
。

くりやまぎかいだより№ 170 14

支給額増額に加え、所得基準の上限も撤廃された

佐藤功 議員

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
と
原
油
価

格
高
騰
と
仕
入
れ
価
格
の
上

昇
に
よ
っ
て
生
活
困
窮
者
の

灯
油
購
入
費
や
社
会
福
祉
施

設
の
暖
房
費
、
中
小
業
者
・

農
業
者
等
も
影
響
を
受
け
て

い
る
。
総
務
省
は
11
月
26
日

に
自
治
体
支
援
策
と
し
て
原

油
価
格
の
高
騰
に
対
し
、
対

策
特
別
交
付
税
を
講
ず
る
と

発
表
し
た
。
生
活
困
窮
者
の

灯
油
購
入
費
助
成
の
増
額
の

み
な
ら
ず
、
社
会
福
祉
施
設

に
対
す
る
暖
房
費
高
騰
分
の

助
成
、
原
油
高
騰
と
資
材
高

騰
等
を
受
け
て
中
小
業
者
、

農
業
者
等
に
対
し
て
燃
油
高

騰
分
を
助
成
す
る
考
え
は
。

町
長　

①
生
活
困
窮
者
へ
の

灯
油
購
入
費
助
成
は
こ
れ
ま

で
70
歳
以
上
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
18
歳
未
満
の
子
供

が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
低

所
得
者
世
帯
を
対
象
に
毎

                   　
Ｑ
：
燃
油
価
格
高
騰
の
対
策
は

Ａ
：
支
給
額
の
増
額
を
予
定

福祉灯油

年
、
特
別
冬
期
生

活
支
援
金
を
支
給

し
て
い
る
。

　

本
年
度
の
支
給

は
原
油
価
格
の
高

騰
と
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
長
期
化
を
考
慮

し
、
本
年
度
に
限

り
、
所
得
基
準
の

上
限
を
撤
廃
し
、

支
給
額
を
１
万
円

か
ら
１
万
２
千
円

に
増
額
を
予
定
し

て
い
る
。

は
、
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
を
終

了
し
、
焼
却
す
る
計
画
だ

が
、
焼
却
ゴ
ミ
の
減
容
化
が

町
民
の
負
担
軽
減
に
な
る
の

で
、
堆
肥
化
容
器
や
生
ゴ
ミ

処
理
機
の
購
入
助
成
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

③
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
し
て
い
る
が
適
切
な

分
別
に
よ
り
、
焼
却
や
埋
立

の
減
容
化
が
図
ら
れ
、
結
果

と
し
て
町
民
の
負
担
軽
減
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
積
極
的
に
情
報
提
供
に

努
め
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
か
ら
の

焼
却
処
理
開
始
に
向
け
、
ゴ

ミ
の
分
別
方
法
や
排
出
方
法

の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
の

で
、
決
定
次
第
、
町
民
説
明

会
を
開
催
す
る
。

　

な
お
、
社
会
福
祉
施
設
等

が
コ
ロ
ナ
禍
や
、
原
油
価
格

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
町
独

自
の
支
援
を
検
討
す
る
。

②
国
で
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
要
件
の
緩
和
、
北
海

道
で
は
経
済
環
境
変
化
対
応

資
金
融
資
を
行
っ
て
お
り
、

町
で
は
利
子
補
給
を
実
施
し

て
い
る
。

　

農
業
者
へ
は
農
林
漁
業

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
融

資
制
度
が
あ
る
の
で
、
中
小

企
業
者
、
農
業
者
へ
の
町
独

自
の
支
援
は
考
え
て
い
な

い
。
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人
事
評
価

Ａ：本年度中の再開に向け取り組む

　Ｑ：運用を再開する時期は                  

議
員　

地
方
公
務
員
法
の
第

23
条
の
２
の
１
「
職
員
の
執

務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
任
命

権
者
は
、
定
期
的
に
人
事
評

価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
な
っ
て
い
る
。
総

務
省
の
調
査
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
昇
給
、
勤
勉
手
当
、
昇

任
・
昇
格
、
分
限
に
つ
い
て

人
事
評
価
結
果
を
活
用
し
て

い
る
自
治
体
は
都
道
府
県
で

は
97
．
９
％
、
市
町
村
で
は

61
．
７
％
。
近
隣
の
由
仁
、

長
沼
、
南
幌
の
３
町
は
す
で

に
こ
の
制
度
を
運
用
し
活
用

し
て
い
る
が
、
本
町
で
は
、

か
つ
て
運
用
し
た
も
の
の
、

現
在
は
そ
の
運
用
が
な
さ
れ

て
い
な
い
と
伺
っ
た
。
町
長

が
掲
げ
る
町
政
執
行
の
理
念

を
全
職
員
と
共
有
し
、
そ
の

理
解
・
浸
透
の
度
合
い
を
測

り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
揚
さ
せ
る
意
味
で

も
、
重
要
な
制
度
だ
と
思
う

が
、
次
の
３ 

点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
栗
山
町
で
職
員
人
事
評
価

制
度
が
中
止
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
。

組織の活性化に繋がるような人事評価制度を目指す

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

町
長　

地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
人
事
評

価
制
度
は
平
成
26
年

５
月
か
ら
、
導
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
本
町
は
平
成
28

年
度
よ
り
、
組
織
目
標
に
対

す
る
業
績
評
価
と
職
員
の
資

質
向
上
を
主
眼
と
す
る
能
力

評
価
の
２
つ
を
柱
と
し
て
導

入
し
た
。

①
２
年
間
運
用
し
た
が
、
見

直
し
が
必
要
に
な
り
、
現
在

一
時
休
止
し
、
再
開
に
向
け

た
検
討
・
準
備
を
進
め
て
い

る
。

②
組
織
目
標
の
共
有
に
よ
り

業
務
に
対
す
る
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
公
務

②
人
事
評
価
制
度
を

運
用
す
る
上
で
重
要

視
す
る
点
に
つ
い

て
。

③
組
織
が
活
性
化
す

る
た
め
の
現
状
の
課

題
に
つ
い
て
。

④
今
後
の
運
用
を
開

始
す
る
時
期
に
つ
い

て
。

全
体
の
能
率
向
上
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
職
員
の
目
標
達
成
意

欲
を
高
め
る
た
め
、
直
属
の

上
司
、
同
僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
評
価
の
際
は
、
個

別
面
談
や
組
織
内
の
対
話
機

会
を
重
視
し
、
人
材
育
成
に

繋
が
る
制
度
運
用
を
進
め
て

い
く
。

③
職
場
内
の
十
分
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
組
織
目
標

鈴木千逸 議員

の
共
有
に
よ
る
達
成
意
欲
・

挑
戦
意
欲
の
向
上
、
職
員

個
々
が
能
力
を
最
大
限
発
揮

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

人
事
評
価
の
実
施
は
組
織
活

性
化
に
資
す
る
重
要
な
取
組

で
あ
る
。

④
本
年
度
中
に
能
力
評
価
の

取
り
組
み
を
再
開
す
る
。
併

せ
て
、
制
度
の
再
検
証
を
行

い
、
令
和
４
年
度
以
降
、
業

績
評
価
の
充
実
に
努
め
る
。



す
る
考
え
は
。

④
個
人
、
事
業
所
、
商
店
な

ど
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
場
合
に
助
成
制
度
を
設
け

る
べ
き
と
思
う
が
そ
の
考
え

は
。

　Ｑ：防犯カメラの設置予定は                   

Ａ：令和４年度は継立に設置を計画
防　

犯

議
員　

近
年
、
犯
罪
や
事
件

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

内
容
も
多
種
・
多
様
化
し
て

き
て
い
る
。
特
に
犯
罪
弱
者

で
あ
る
お
年
寄
り
、
女
性
、

子
供
達
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多

く
町
民
の
皆
さ
ん
も
憤
り

と
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の

様
な
中
で
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

犯
罪
被
害
の
防
止
や
予
防
、

事
件
事
故
を
未
然
に
回
避
す

る
た
め
の
抑
止
に
繋
が
り
、

くりやまぎかいだより№ 170 16

防犯カメラの設置が町内の防犯につながっている

佐藤則男 議員

議会中継をご自宅で見ることができます

議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

ま
た
、
犯
人
逮
捕
の
決
め
手

と
な
る
ケ
ー
ス
も
各
種
報
道

で
見
受
け
ら
れ
る
。
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
拡
充
す
る
こ
と

は
、
住
民
の
安
心
安
全
に
繋

が
る
と
思
い
町
長
に
伺
う
。

①
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は
。

②
今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
予
定
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

③
小
学
校
・
中
学
校
の
通
学

路
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

町
長　

①
町
設
置
の
防
犯
カ

メ
ラ
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
の
施
設
内
及

び
町
内
各
小
・
中
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
２
年
度
に
は
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
館
に
お
い
て
、

国
道
２
３
４
号
と

町
道
中
央
通
り
交

差
点
を
撮
影
す
る

カ
メ
ラ
１
基
、
カ

ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
に
お

い
て
、
駅
前
通
り

を
撮
影
す
る
カ
メ

ラ
１
基
を
設
置
し

た
。
さ
ら
に
、
今

年
度
、
角
田
交
番

前
の
交
差
点
を
撮

影
す
る
カ
メ
ラ
１

基
を
設
置
す
る
。

　

な
お
、
民
間
企

業
に
お
け
る
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
、
数

多
く
の
企
業
に
お
い
て
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
設
置
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。

②
令
和
４
年
度
に
継
立
地
区

へ
の
設
置
を
計
画
し
て
い

る
。
さ
ら
に
令
和
５
年
度
以

降
も
、
関
係
機
関
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
設
置
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

③
保
護
者
等
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
今
後
の
設
置
に
向
け

た
協
議
の
中
で
検
討
す
る
。

④
私
有
財
産
に
係
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
は
、
そ
の
財
産

の
保
護
・
管
理
等
が
目
的
に

な
る
た
め
助
成
制
度
を
設
け

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

な
お
、
町
内
会
な
ど
地
域

団
体
が
地
域
に
お
け
る
犯
罪

抑
止
等
を
目
的
と
し
て
設
置

す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
助
成
制

度
創
設
に
つ
い
て
は
、
今
後

選
考
事
例
調
査
等
を
行
い
、

第
７
次
総
合
計
画
策
定
の
中

で
検
討
す
る
。
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町
長　

①
園
児
の
安
全
確
保

の
た
め
の
応
急
措
置
と
し

て
、
歩
道
と
車
道
を
区
分
す

る
「
車
止
め
フ
ェ
ン
ス
」
を

設
置
し
対
応
し
て
き
た
。「
錦

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
か
ら

も
、
同
様
の
歩
道
設
置
を
求

交
通
安
全

Ａ：第７次総合計画で検討する

　Ｑ：錦１号線に歩道の設置を                  

議
員　

現
在
、
馬
追
橋
か
ら

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
間
の
道
路

は
、
交
通
量
が
多
く
、
こ
ど

も
園
に
通
う
人
た
ち
や
近
隣

に
住
ん
で
い
る
方
か
ら
危
険

性
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
声

を
聴
く
。
安
心
し
て
通
行
で

き
る
よ
う
改
善
で
き
な
い

か
、
町
長
に
伺
う
。

 

①
錦
一
号
線
沿
い
に
は
「
栗

山
め
ぐ
み
こ
ど
も
園
」
も
あ

る
の
で
、
安
全
の
た
め
歩
道

を
設
置
で
き
な
い
か
。

 

②
「
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
等
あ
り
」
の
警
戒
標
識

を
こ
ど
も
園
に
入
る
道
路
の

入
り
口
に
設
置
で
き
な
い

か
。

 

③
交
通
円
滑
化
の
た
め
、

道
道
恵
庭
栗
山
線
と
錦
一
号

線
の
交
差
点
に
信
号
機
を
設

置
で
き
な
い
か
。

                   

Ｑ
：
身
障
者
駐
車
場
の
充
実
を

Ａ
：
あ
り
方
を
含
め
検
討

図書館議
員　

図
書
館
の
身
障
者
駐

車
場
は
、
出
入
り
の
際
に
来

館
者
と
駐
車
す
る
車
が
交
差

す
る
可
能
性
が
あ
り
危
険
で

あ
る
。
次
の
よ
う
に
改
善
で

き
な
い
か
、
教
育
長
に
伺

う
。

 

①
菊
水
通
り
か
ら
身
障
者

駐
車
場
に
駐
車
す
る
車
が
安

全
に
駐
車
で
き
る
よ
う
整
備

が
で
き
な
い
か
。

 

②
身
障
者
駐
車
場
を
利
用

す
る
方(

障
が
い
者
、
妊
婦
、

高
齢
者)

が
一
人
で
も
多
く

利
用
で
き
る
よ
う
駐
車
場
の

台
数
を
増
や
す
考
え
は
。

教
育
長　

①
現
在
、
図
書
館

の
身
障
者
駐
車
場
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
駐
車
が
し
づ
ら

く
、
歩
行
者
や
来
館
者
と
の

接
触
の
可
能
性
も
あ
る
状
態

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
良
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

②
今
後
、
第
７
次
総
合
計
画

に
向
け
て
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
も
と
よ
り
、
指
定
管
理

者
や
教
育
委
員
の
皆
様
な

ど
か
ら
広
く
ご
意
見
を
伺

い
、
安
全
性
や
必
要
台
数
も

含
め
、
身
障
者
駐
車
場
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

交通量の多い道路となっている

め
る
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
第
７
次
総
合
計
画
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

②
町
で
は
、
毎
年
、
各
町
内

会
・
自
治
会
に
対
し
、
道
路

交
通
標
識
の
設
置
等
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
今
回
ご
質
問

の
警
戒
標
識
の
設
置
に
つ
い

て
は
、「
錦
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
か
ら
も
、
早
期
実
施

に
向
け
た
要
望
と
し
て
受
理

し
て
い
た
。
今
後
、
現
場
の

状
況
等
を
確
認
し
、
早
急
に

対
応
し
て
い
く
。

③
信
号
機
に
つ
い
て
は
、「
信

号
機
設
置
の
指
針
」
に
基
づ

き
整
備
が
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
指
針
に
お
い
て
は
、

「
信
号
機
の
設
置
の
条
件
」

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
交
通

量
、
隣
接
す
る
信
号
機
と
の

距
離
な
ど
の
条
件
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

質
問
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
、
栗
山
警
察
署
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
指
針
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
信
号
機
の
設
置
は

で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

今
後
、
交
通
情
勢
な
ど
の

変
化
に
応
じ
て
、
北
海
道
公

安
委
員
会
に
要
請
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

土井道子 議員

駐車スペースには
看板が設置されている



３月定例会議の予定

月　　 日～3 2
議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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ひ と こ と

み
ん
な
で
作
る
と
楽
し
い
ね
！

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

齊
藤
義
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
場
所
：
継
立
小
学
校
）

ホームページ QR

2 月 28 日（月） 議会運営委員会
3 月 2 日（水） 3 月定例会議
3 月 14 日（月） 予算審査特別委員会

   ※全て 9 時 30 分開会予定です

　

　私は隣町の由仁町で生まれ育ちました。
　結婚して栗山に来て、５人の子育てを楽しん
でいます。と言っても、ほとんどの子育ては終
わったかな？と自分の中では思っている今日こ
の頃です。それも、上の子２人は就職し、自立
して生活してくれています。
　子育て真っ最中の頃には、子供たちと協力的
な主人といろいろな場所に遊びに出かけ、いろ
いろ経験してくることができとても楽しかった
です。今の私の糧にもなっています。
　今は仕事もしていますが、自分の時間を作っ
てはゆっくりミシンをかけたり、小学校へ読み
聞かせに行ったり、お菓子作りを習ったり、自
分をエッセンシャルオイルで癒してみたり楽し
くワクワクした生活を送っています。
　これからは、子育て真っ最中のママさんパパ
さん（ちょっと前にママさんパパさんだった方
も）の小さな悩みを聞いたり、共有しあったり
できる環境を『昔の近所のおばちゃん』的に何
か楽しいことが出来ないかな？と思っていたり
します。

　「やさしさに包まれたなら」　　　　　
　    　　　　　高松　さち子 さん（中央３）

   たかまつ       　　　　こ

表紙の一枚！


